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【研究の背景・目的】 
時計遺伝子が発見され、薬を飲むタイミングを考慮

した「時間薬理学」が医療現場で成功したのを受け、

「体内時計と食・栄養との相互関係」が栄養士・食

品開発者に注目されている。つまり、食事時刻や内

容が体内時計をリセットさせることができ（体内時

計作用栄養学）、また、体内時計が食・栄養の吸収・

代謝・排出に影響すること（時間栄養学）で、遅い

大量の夕食が肥満の要因になることも分かってきた。

メタボリックシンドロームを中心として、食品成分

に注目したトクホや機能性食品が開発されているが、

いまだに、「体内時計と食・栄養との相互関係」に

注目した食品開発は殆ど行われていない（図１）。

そこで、栄養素、食品成分、天然化合物に対して大

規模スクリーニングを、細胞、マウス個体、ヒトの

レベルで行い、体内時計作用栄養学と時間栄養学に

マッチした食品成分・化合物を探索することが、本

研究の目的である（図１）。 
 
【研究の方法】 
体内時計作用栄養学の視点で以下の実験を行う。
（１）タンパク質・アミノ酸、脂質栄養素、漢方生
薬、天然物化合物などを用いて、細胞、マウス個体、
ヒトのリズムに対して作用する化合物群をスクリー
ニングし、有効な成分を見出す。（２）有効性の判断
は、体内時計の周期（延長や短縮）、位相（前進や後
退）、振幅（増大や減少）を指標として行う。この場
合、細胞実験とマウス個体実験に乖離が生じないよ
うに注意を払って実験を進める。次に時間栄養学の
視点で以下の実験を行う。（３）既存の抗肥満効果を
有するトクホ化合物（DHA/EPA、オリゴ糖、カテキ
ン）などが、摂取タイミングで、炭水化物―糖や脂
肪の ADME (Absorption, Distribution, Metabolism, 
Excretion)効果が異なる可能性を調べる。（４）今回
見出す化合物とそれを含む食品群を用いて、時間栄
養学的視点で、最も効果的な時間を見つける。この
場合、マウスにおける 2 食や 3 食モデルを完成させ
た後、ヒトの摂食パターンを類推して実験を進める。
また、時計遺伝子変異マウス、シフトワークモデル
マウス、あるいは、拘束ストレス・温度ストレスマ
ウスを用いて、これら新規化合物がリズム異常や肥
満等を改善させるか否か調べる。（５）ヒトを対象と
した体内時計正常化の介入研究を積極的に展開する。
開発した食品・成分の時間栄養学的視点での予防・
改善効果を検証する。 

【期待される成果と意義】 
従来、食や栄養素の量や質の面から調査された研究

は多いが、時間（何時？）というのはほとんどない。

体内時計と食・栄養の関係を明らかにし、新しい視

点で機能性食品「時間栄養機能性食品」を開発しよ

うという野心的研究である。細胞、動物個体、ヒト

の体内時計を評価法と、時間栄養学の視点・手法を

有する国内外の唯一の研究室であり、少なくとも数

種の時間栄養機能性食品を開発できると考えてい

る。髭の毛包細胞からmRNAを抽出し、時計遺伝子

発現プロファイルを用い、時間栄養の評価として使

う。食・栄養の持つ新しい切り口、側面を世の中に

発信することができる。「時間栄養機能性食品が支

援する食行動。時間栄養機能性食品の摂取が生活リ

ズムをつくる」といった標語で啓蒙活動ができ、食

の新しいサイエンス「リズムと食の調和」や新産業

の創出の可能性を提供できる。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 26 年度－30 年度 
  89,900 千円 

 
【ホームページ等】 

http:// //www.waseda.jp/sem-shibatas/ 
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